
明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
96
回

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
人
々
が
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

未
来
の
た
め
に
、防
災
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
し
て
東
北
復
興
を
応
援
し
て
い
ま
す
。今
回
は

特
に
、教
育
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
教
育
に
託
す
未
来

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
は
震
災
直
後
の
移
動
支
援
や

物
資
輸
送
、
義
援
金
や
マ
イ
ル
寄
付
な

ど
の
後
も
、
被
災
地
へ
の
観
光
振
興
を

目
的
と
し
た
お
客
さ
ま
の
誘
致
や
自
治

体
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
、

地
域
物
産
の
販
売
促
進
、
社
員
に
よ
る

復
興
応
援
研
修
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
２
０
１
６
年
９
月
か
ら
は
「
東

北
地
域
活
性
化
推
進
室
」
を
仙
台
に
創

設
し
、
本
格
的
に
地
元
に
根
ざ
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
観
光
振
興
、

地
域
物
産
の
発
掘
・
販
路
拡
大
、
地
域

人
材
の
育
成
と
い
う
３
本
柱
の
う
ち
、

２
０
１
７
年
か
ら
特
に
力
を
注
い
で
い

る
の
が
、
未
来
に
つ
な
が
る
「
防
災
教

育
」
と
「
観
光
」
を
融
合
し
た
「
防
災

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
過
去
の
教
訓

を
生
か
し
、
社
員
が
高
い
安
全
意
識
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
三

現
主
義
」
に
基
づ
く
安
全
意
識
教
育
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。「
現
地
」

を
訪
れ
、「
現
物
」
を
見
て
学
び
、「
現げ
ん

人に
ん

」（
実
際
に
事
故
や
震
災
な
ど
を
体

験
し
た
人
）
の
話
を
聞
き
、
我
が
こ
と

と
し
て
感
じ
、
考
え
る
こ
と
を
促
す
教

育
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
こ
の
三

現
主
義
が
未
来
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、

防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
形
で
国
内
外

か
ら
東
北
へ
お
客
さ
ま
の
誘
致
を
後
押

し
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
復
興

庁
の
令
和
２
年
度
「
新
し
い
東
北
」
復

興
・
創
生
顕
彰
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、
２
０

１
９
年
よ
り
宮
城
教
育
大
学
の
「
３さ
ん

１い
ち

１い
ち

い
の
ち
を
守
る
教
育
研
修
機
構
」
が

実
施
す
る
「
３
１
１
教
訓
伝
承
・
防
災

実
地
研
修
」
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
東
北
を
訪
れ
、
震
災
遺
構
な

ど
を
見
て
学
び
、
語
り
部
の
話
を
聞
く

と
い
う
内
容
で
、
全
国
の
災
害
警
戒
地

る
日
本
研
究
・
文
化
交
流
の
中
心
的
施

設
の
一
つ
で
す
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
阿

部
仁ひ
と

史し

教
授
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
建
築
・

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
教
授
を
務
め
る

か
た
わ
ら
、
生
ま
れ
故
郷
の
仙
台
に
も

事
務
所
を
構
え
、
災
害
に
強
い
環
境
の

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
の
学
生
や
研
究
者
の
東
北
と
の

往
来
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
、
防
災
研
究
の
深
化
、
研
究
結
果

の
世
界
へ
の
発
信
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
東
日
本
大
震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
世

界
の
防
災
研
究
が
進
ん
で
、
人
々
が
よ

り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

域
等
の
教
職
員
を
対
象
に
年
２
回
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
教
職
員

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
震
災
の
知
見
と

教
訓
を
引
き
継
ぎ
、
各
地
で
発
生
が
予

測
さ
れ
る
災
禍
に
備
え
て
学
校
現
場
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、「
と

も
に
生
き
抜
く
力
」
を
身
に
つ
け
る
貴

重
な
機
会
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

教
育
機
関
と
の
連
携
と
し
て
も
う
一

つ
挙
げ
た
い
の
が
、
２
０
１
９
年
11
月
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
と
結
ん
だ
連
携
協
定

で
す
。

　

協
定
の
窓
口
で
あ
る
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
テ

ラ
サ
キ
・
セ
ン
タ
ー
は
、
米
国
に
お
け

復
旧
・
復
興
を
応
援
す
る

未
来
に
つ
な
げ
る
バ
ト
ン

東
北
か
ら
世
界
へ

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
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宮城教育大学が実施した「311教訓伝承・防災実地研修」（東松島市野蒜地区）。日本文化を米国に紹介。

UCLAテラサキ・センターの25周年イベントで登壇する阿部仁史教授。

UCLAを象徴するロイスホール。

宮城教育大学の実施する
「311教訓伝承・防災実地研修」への協力
UCLAと連携協定締結
「JALスカラシッププログラム」で東北訪問

社内海外スタッフによる
東北「防災ツーリズム」研修

東北大学（災害科学国際研究所）と連携し
「防災ツーリズム（防災教育＋観光）」を提唱

「JAL東北応援プロジェクト」に
3県（青森・山形・秋田）追加
東北地域活性化推進室設立

チャリティ・バザー
宮城・福島 仮設住宅訪問

「Japan Project」東北拡大版スタート
機内・ラウンジでの東北産品使用・販売

「JAL東北応援プロジェクト」
（岩手・宮城・福島）開始
仙台空港各種イベント
「SKY BATON東北応援チャリティ・マイル」開始
「JAL笑顔の贈り物プロジェクト」開始
社員による復興応援研修（以降毎年実施）

東日本大震災発生、移動・輸送支援
義援金・マイル寄付・社内募金
各種社員ボランティア（以降毎年実施）

「JAL折り紙ヒコーキ教室」など各種イベント
東北発着の各種チャーター便運航
旅行需要喚起「Japan Project」開始

東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
主
な
復
興
支
援

JAL
東北地域活性化

推進室
2016年より
本格的に地元に
根ざした
活動を展開

|   2019   |

|   2018   |

|   2017   |

|   2016   |

|   2015   |

|   2014   |

|   2013   |

|   2012   |

|   2011   |

※
こ
の
年
表
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
東
北
復
興
支
援
の
ほ
ん
の
一
例
で
す
。詳
し
く
は w

w
w

.jal.com
/ja/sustainability/com

m
unity/disaster/ 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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